
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（熊本県立第一高等）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

「くまもとの教職員像」、「県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「人権教育

取組の方向」、「特別支援教育取組の方向」、「体育保健課取組の方向」及び本校の「白梅の

精神」等に則り、「健全な心身の育成」、「学力の充実」、「地域との連携」を柱に、生徒一

人一人の個性を伸ばしながら、心身ともに健全で叡智に富み、凜とした気品のある心豊かな人

材の育成を目指す。 
そのために、全職員が教育者としての基本的資質（①教育的愛情と人権感覚 ②使命感と向上
心 ③組織の一員としての自覚）や専門性（① 生徒理解と豊かな心の育成 ② 学習の実践的指
導力 ③ 保護者・地域住民との連携）の向上に努めるとともに、互いの連携と協力のもと、創
意工夫を生かした教育の実践に努める。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）創立１２０周年を節目とし、さらなる組織力の強化による本校の目標達成を図る 

（２）自ら考え学び、困難にも果敢に挑戦しうる一高生の育成 

（３）新学習指導要領を踏まえた授業改善及びＩＣＴを活用した学習活動の推進 

（４）幅広い経験に基づいた自己変革力を兼ね備えたリーダーの育成 
（５）道徳教育と人権教育の推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 

教育目標
実現のた
めの体制
づくり 

教育目標実現や
課題克服に対応
した組織づくり 

運営委員会を
中心とした各
部や各委員会
の連携強化 

・定期的な
委員会開催
による各分
掌間の協議
の場の設定 

Ａ 

各部・各学年の連
携が密に図られて
学校運営がスムー
ズに行われてい 
る。 

昨年度新設し
たD1L推進部
の更なる充実 

・SNS等を用
いた情報発
信 Ａ 

インスタグラムを
今年度より開設し
た。また、スグー
ルの導入もスムー
ズにできた。 

信頼され
る学校 

特色ある学校づ
くり 

英語コースに
おいて更なる
特色ある取組
の検討 

・宿泊によ
るイングリ
ッシュキャ
ンプの実施 

Ａ 

宿泊によるイング
リッシュキャンプ
が実施され、密度
の濃い研修ができ
た。 

「ＣＯＲＥハ
イスクールネ
ットワーク構
想」の実現 

・教育委員
会からの指
導のもと、
受信校との
連携 
・コンソー
シアムにお
いて更なる
充実のため
の協議 

Ａ 

関係機関や小国高
校とも密に連携を
図りながら、適切
な配信ができた。
また、校内におい
ても定期的に関係
者が集まり会議を
行いながら、情報
の共有を行った。 

働き方改
革 

働き方改革に係
る環境整備と教
職員の意識改革 

教職員の平均
勤務時間外在
校時間の昨年
度比５％削減 

・業務の縮減
、業務の平準
化等の積極的
な推進 

Ａ 

朝課外の廃止の効
果もあり、昨年度
比５％以上の削減
を実現できた。 

学力  
向上 

授業の充
実 

研究授業・公開
授業期間の活用 

全職員による
最低２回の授
業参観の実施 

・１、２学期
に約１か月の
公開授業の期
間を設け、共
通の目標を掲
げて実施し、
評価シートを
使ってフィー
ドバックす 
る。 

Ｂ 

・公開授業期間等
で全ての教科科目
で研究授業を実施
できた。授業評価
をもとに共通のテ
ーマで取り組んだ
が、２回目の評価
は１回目より低く
、フィードバック
のやり方やアンケ



ート項目の工夫が
課題。 

ＩＣＴ機器を効
果的に活用した
授業の実践 

ＩＣＴ機器を
効果的に活用
した授業をテ
ーマとした研
究授業及び授
業研究会の実
施 

・公開授業・
研究授業期間
に各教科でＩ
ＣＴ機器を効
果的に活用し
た授業実践に
ついて研究す
る。 

Ａ 

・ほとんどの授業
でＩＣＴ機器が意
欲的に活用されて
おり、実践研究が
進んでいる。「百
問繚乱」も導入が
進み、働き方改革
にも繋がった。 

自学力の

育成 
観点別学
習評価の
運用 

家庭学習時間の
確保 

・平日２．５
時間の家庭学
習時間の確保 
・「Classroo
m」「Classi
」等を活用し
た学習管理 

・宅習時間調
査等で生徒の
取り組み状況
を把握し、授
業の工夫改善
等に繋げるた
め教科会で検
討する 
・調査の分析
を、担任との
二者面談や教
科担当者面談
の際に活用す
る。 
・「Classro
om」「Class
i」等を活用
し取組の工
夫と学習時
間の確保を
促す。 

Ｂ 

・宅習時間調査か
ら１・２年生の家
庭学習時間が目標
値まで達しなかっ
た。特に休日の学
習時間の減少がみ
られるので、今後
対応策を検討。ま
た予習・復習の習
慣づけも課題。 
・二者面談に活用
できるよう各担任
には時機を見てフ
ィードバックでき
た。 
・「Classi」の活
用が進み、宅習時
間調査期間だけで
なく、日々の学習
への確認や管理が
しやすくなった。 

観点別学習評価
方法の運用 

・各教科・科
目担当者によ
る観点別学習
評価に基づく
目標・規準、
指導と評価の
計画表の作成
と運用 

・年度当初
に各教科・
科目の目標
・規準・指
導と評価の
計画表を作
成し、授業
で提示す 
る。 

Ａ 

・昨年度末から今
年度当初にかけ、
各教科に働きか 
け、評価規準と指
導と評価の計画表
を作成できた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

夢実現に
心を燃や
し主体的
に進路を
切り拓く
生徒の 
育成 

進路情報の共有
化と発信 

進路環境や生
徒の現状に関
する情報の発
信と共有化推
進 

・３年進路
検討会、１
、２年学力
分析会の実
施 
・「進路ニ
ュース」（
年４回）の
発行 
・Ｄ１ネッ
ト（週１回
以上の更新
）等を用い
た生徒への
情報の提供 
・進路だよ
り等を用い
た職員への
最新の進路
情報の発信 

Ｂ 

進路検討会、学 
力分析会について
は予定どおり実施
することができ、
今後の指導の方向
性を確認する有意
義な会となった。
Ｄ１ネットでの情
報提供において、
週２回以上のペー
スで更新できた。
また進路だよりは
１８回発行でき 
た。進路委員の活
用が限定的であ 
り、もっと活用す
べきであった。 

教科指導力及び
進路指導力の向
上 

各教科との連
携強化による
職員の教科指
導力及び進路
指導力の向上 

・大学入試
説明会等参
加の促進及
び情報の還
元 

Ｂ 

入試説明会の内容
については、進路
だよりの中で還元
ができた。ただし
説明会の職員の参



・難関大指
導に関する
研究の促進 
・大学入学
共通テスト
に関する分
析（進路ニ
ュース） 

加をもう少し促す
べきであった。上
位層個別指導担当
者会の中で難関大
指導研究会が実施
できた。意見交 
換、情報収集の貴
重な場となった。 

進路志望実現に
向けた、生徒自
身の主体性向上 

進路志望実現
に向け生徒が
主体的に選択
し、探究し、
活動する環境
の整備 

・オープン
キャンパス
やシンポジ
ウム等（Ｄ
１ネットを
用いて）へ
の主体的参
加の促進 
・希望者向
けの放課後
実施のもの
や全員参加
型のキャリ
アガイダン
ス(出張講義
)の実施 
・受験の手
引きの活用
促進 
・進路資料
室の整備 

Ｂ 

新たに選択制キャ
リアガイダンス（
２，３年生全員が
自ら受講したい講
座を選択）を導入
し、国公立大学の
みから２２講座を
開講した。積極的
に質問する様子も
見られ、また感想
を読む限り非常に
好評であった。資
料室を整備し、資
料の活用について
も促すことができ
た。オープンキャ
ンパスやシンポジ
ウムへの参加の促
進がもっとすべき
であった。 

生徒  
指導 

生徒指導
の継続と
徹底 

基本的な生活習
慣の確立 

自己管理の徹
底 
・整容（身だ
しなみを整え
る習慣） 
・時間の厳守
（時間を守る
ことの大切さ
を知る） 
・基本的礼節
を身に付ける
（発声挨拶） 

・整容指導
、礼節指導
、遅刻指導
の実施 
（定期的な
整容指導と
礼節の指導
を行い常に
身だしなみ
を意識させ
る） 
授業開始や
集会などに
は５分前に
は集まる習
慣をつけさ
せる。 

Ｂ 

生徒部主導の一斉
検査は行わず日々
の学校生活の中で
ＨＲ担任や教科担
任などで整容や礼
節などの指導を行
うようにした。ク
ラス間での温度差
が出てきており課
題が残った。 
時間を守ることに
関しては全体とし
てはできていたの
ではないか。 
しかし若干の生徒
に関してはルーズ
な部分が改善され
ず課題である。 

通信機器に関す
るマナー向上、
特にSNS等に関
するネットモラ
ルの指導を徹底
する。 

スマートフォ
ン使用に関し
て（使う時間
帯、場所等、
特にSNSに関
するマナーの
徹底） 

・SNS等のト
ラブル回避
のためにモ
ラルに関す
る教育を授
業や集会等
をとおして
常に教育す
る。 
（ネットモ
ラル等のリ
ーフレット
等を活用す
る） 

Ｂ 

校内でのスマホ使
用違反で指導を受
ける生徒は全体的
に減少傾向にあ 
る。ただ、不注意
による着信音が鳴
るなど軽微な違反
が一定数いる一方
で今年度は１学年
において故意使用
で指導されるケー
スが増えてきた。
このことをしっか
り検証し対応して
いきたいと考えて
いる。 



自主自立
の精神の
育成 

規範意識の高揚
とリーダーの育
成 

一高祭（体育
・文化部門）
やその他の生
徒会主催の行
事を充実させ
るため、生徒
会活動の活性
化を図る。 

生徒会を中
心とした組
織の中で各
々が中心と
なり企画運
営に携わり
充実させる
。 
リーダー研
修会を実施
して生徒会
役員や各部
活動や委員
会の長を集
めリーダー
の育成を図
る。 

Ａ 

コロナ禍は落ち着
いてきたが新たに
校舎改築に伴って
体育館やグラウン
ドが使えないなど
の新たな問題が出
てきた。創立120周
年の記念行事を含
め会場をパークド
ームや市民会館で
体育部門や文化部
門を実施したが生
徒会を中心に企画
から運営に至るま
で見事に目標を達
成してくれた。 
今年度もリーダー
研修会を実施する
ことが出来なかっ
た。各部活動や生
徒会のリーダーた
ちは夫々の伝統を
引き継ぎ立派な活
動が出来ていたの
ではないかと思 
う。 

人権教
育の推
進 

教育活動
全体を通
じた人権
教育の推
進 

職員、生徒の人
権意識の高揚 

人権教育推進
の年間指導プ
ログラムの実
践 

・３部合同
（保健部、
教育相談部
）教育講演
会の実施 
（年１回） 
・２部合同
（教育相談
部）の職員
研修 
（年３回） 
・各学年人
権LHRを実施
 （年２回） 

Ｂ 

・講演会は、１１
月に２・３年生対
象に実施し、スト
レスマネジメント
について学んだ。 
・２部合同の職員
研修は年３回実施
し、生徒の情報交
換を行った。 
・人権LHRは、内容
の見直しを行い、
年３回実施するこ
とができた。 

「命を大
切にする
心を育む
指導」の
推進 

自他の「命」を
尊重し、慈しむ
態度と心構えを
育む取組、及び
自らの自尊感情
を高めるための
ストレス対処に
関する取組 

教科指導や学
年（学級）指
導等、全ての
場面で「命を
大切にする心
を育む指導」
を根底に据え
た教育活動の
実践とストレ
ス対処プログ
ラムの実施 

・「命を大
切にする心
を育む指導
」プログラ
ムを周知す
る。（各学
期１回） 
・生徒人権
委員会実施
（月１回） 

Ｂ 

・文部科学大臣な
らびに孤独・孤立対
策担当大臣のメッ
セージを長期休業
明けに配信すると
共に、いじめのアン
ケートを行い、生徒
の実態を把握し、対
応した。 
・オンラインで開
催された人権子ど
も集会に人権委員
会の生徒３６名が
参加し、人権意識を
向上させた。 

いじめ
の防止
等 

いじめ根
絶に向け
た取組 

いじめ事案に対
する組織的対応 

いじめ防止の
年間指導プロ
グラムの実践 

・毎月１０
日（祝祭日
土日は前後
の日）を「
いじめ防止
の日」とし
て、「いじ
めを許さな
い宣言文」
を宣誓（年
１０回） 

Ｂ 

・毎月１０日に 
「いじめを許さな
い宣言文」を放送
部の協力のもと、
各クラスで読み上
げ、年１０回実施
した。 
・スクールサイン
は８３％の生徒が
テスト送信を行っ
た。 



・生徒人権
委員会主導
でのいじめ
防止につな
がるための
標語作成（
年１回） 

・生徒人権委員会
が標語を作成し、 
D1netに掲載した。 
 

いじめに関す
るアンケート
実施と結果へ
の組織的対応 

・いじめに
ついてのア
ンケート実
施（年４回
）と結果を
受けての組
織的対応 

Ｂ 

いじめについての
アンケート及びい
じめ対策委員会を
年に３回実施し、 
各関係部署と連携
を図りながら丁寧
に対応した。 

特別支
援教育 

生徒が安
心して学
校生活を
送ること
ができる
環境づく
り 

生徒の状況把握
と理解に基づい
た対応 

特別な教育的
支援や配慮を
必要とする生
徒の実態把握
と具体的支援
策の検討・実
施 

・組織的な支
援体制の構築
（校内委員会
の実施と生徒
への対応） 
・週１回の学
年会、教育相
談部会におけ
る情報収集・
共有と関係職
員との連携 
・年２回の生
徒理解研修に
よる全職員の
共通理解 
・ＳＣやＳＳ
Ｗ、外部機関
との連携 

Ａ 

部会や学年会、生
徒理解研修を通し
て情報共有を行い
、SCやSSWと連携し
て対応することが
できた。また、保
健室と連携して、
可能な限り、特別
配慮や別室を利用
する生徒への対応
を行った。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

総合型コ
ミュニテ
ィスクー
ル（学校
運営協議
会）の実
施 

年間計画に基づ
いた学校運営協
議会の計画的な
実施 

学校運営協議
会における学
校運営に関す
る意見への対
応及び基本方
針の承認 

・年２回学
校運営協議
会を開催し
、具体的な
資料提示等
による協議
及び承認 

Ａ 

２回とも対面で実
施することができ
各委員からは、学
校運営上参考にな
るご意見を多数い
ただくことができ
た。 

 
 

４ 学校関係者評価 
・生徒の自主性について、「予習・復習をして授業に臨む」や「読書に親しむ」については 
 生徒と保護者や教職員間に評価の差があることが気になる。 
・中学校でも、進路指導のやり方が変わってきている。また、生徒にとって高校進学が当た

り前の時代ではなくなってきた。 
・小学校では、非認知能力を高めながら、認知能力も高めていく方向にシフトしている。 
・第一高校は非常に雰囲気が良い学校だと思う。１２０周年を迎えて、同窓会では記念誌の

作成を進めている。 
・全体的に良い生徒が多いが、積極的で主体的に取り組む生徒が今よりもっと増えれば良い

と思う。 
・夏休みには、インターンシップで第一高校の生徒さんには大変お世話になっている。この

場を借りて、感謝申し上げます。 

 

５ 総合評価 

・今年度は、新型コロナウイルスが２類から５類に変わり、教育活動もほぼ平常時に戻った。そ

のため、生徒アンケートで「よく当てはまる」や「やや当てはまる」の割合が昨年度より増加

している。 

・生徒・保護者・職員とも高評価の項目は例年と特に変わらないが、生徒について「積極的に読

書に取り組んでいる」の評価が大幅に低下している。これは、日課の変更で、朝読書がなくな

ったことが影響していると考えられる。 

・全体的に教職員の評価に比べて、生徒、保護者の評価が低いのは例年と変わらない。 
・生徒・保護者について「予習・復習に取り組んでいる」の評価が他の評価と比較して低か

った。 



・学校行事が実施できたため、生徒について「何事にも主体的に取り組んでいる」の評価が
昨年度と比較して高くなった。 

・時間外勤務時間の縮減については、本年度より朝課外が無くなったこともあり、大幅に改
善された。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・ここ数年、国公立大学合格者数は増加傾向にあり、高校入試における志願者数も増えてい

る。これに甘んじることなく、さらなる魅力化推進を図っていきたい。 
・来年度から「オーストラリア交流事業」を「海外交流事業」と進化させて、行き先をハワ

イに変える予定である。この事業をさらに充実させていきたい。 
・生徒の主体性について、今以上に向上させていきたい。そのために、すべての教育活動の

中で働きかけを行っていきたい。 
・働き方改革については、衛生委員会の充実や職員の意識向上により、進んできている。 
 来年度は、業務の平準化を図ることで、さらに推進していきたい。 

 


